概日系と階層的多振動体構造(生命リズムと振動子ネットワーク) by 本間, 研一
Title概日系と階層的多振動体構造(生命リズムと振動子ネットワーク)
Author(s)本間, 研一





































説 (self-sustained oscilla tion)と2過程説 (twoprocess model)が対立しており、睡眠研
究者の多くは2過程説に立っている。我々は自律振動説の立場から、人概日系のモデル動
物を用いて、内的脱同調を起こしたラットの黒質線条体系が行動リズムと一致した振動を
示すことを明らかにし、行動リズムが行動を発現する末梢振動子群の特異的な反応により
集合振動体を形成することを示唆し、行動リズムの同調が視交文上核主振動体と非光同調
因子の相対的力関係で決まる可能性を示した。
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